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世話人 :福島 孝治 (筑波大学物理)
サブゼミ 生物物理 ｢生体における界面と逐次構造変化｣
東京農工大学 工学部 美宅成樹､ 名古屋大学 工学部 八田一郎
｢生物とは何だろうか?｣という疑問は大変大きな疑問である｡光の当て方によって様々な意味にも
とれる｡ このゼミでは､ ｢生物はどのように設計されているのだろうか?｣､ ｢設計図から実際に生
物になるときにどんなプロセスがあるのだろうか7｣､ ｢できた生物は物質の状態としては何なのだ
ろうか?､固休だろうか?､液休だろうか7､それとも何か別の状態だろうか?｣ ･･･などなどの
疑問を学生が出し先生がこれに答えるといった風な質疑応答及び議論形式{･おこなわれた｡次に内容
についての要点を簡単に記す｡
生物は有機物質の作るシステムで､極めて複雑な構造と高度な機能を持ち､たい-ん多様な界面
の間苔を提供してくれる｡特に生体膜は細胞内外を隔てる単なる隔壁というだけでなく､機能化した
界面でもある｡
生体膜は脂質の膜にタンパク質が溶け込んだ形になっている｡膜を構成している脂質分子や膜タ
ンパク質が膜面方向には自由に動くことができるためこの構造は ｢流動モザイクモデル｣と呼ばれて
いる｡
膜タンパク質の立体構造形成のイメージとして､まず､水と膜があって､そこに膜タyバク質の
ポリペプチドが共存した境合､水の中ではポリペプチドの電荷は水と親和性が高いから､水に溶けよ
うとするが非極性のアミノ酸がかたまっているところは膜の中にいた方が居心地がいい｡ところが疎
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